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１. 序
　建築専門誌はこれまで多くの建築の専門家にとって、
建築作品及び論説の主要な発表媒体であるとともに、時
代を反映した情報を得られる場として建築界に寄与して
きた。しかしインターネットメディアの発達に伴い、情
報を入手及び発信することが容易になり、建築ジャーナ
リズム１）の在り方が多様化した今日において、建築専門
誌の存在意義が問われているといえる。こうした状況に
おいて、建築専門誌に掲載された記事の変遷を時代背景
とともに相対的に位置づけることは、建築ジャーナリズ
ムの普遍的役割及び今後の在り方についての展望を得る
上で重要と考えられる。そこで本研究では主要な建築専
門誌数誌を資料として取り上げ 2）、そこでの記事の構成
と内容を検討することで戦後日本の建築ジャーナリズム
の変遷を明らかにすることを目的とする。
２. 雑誌を構成する記事
　建築専門誌は図１の分析例の目次にあるように、巻頭
論文、特集、作品といった様々な記事により構成されて
いる。こうした記事の種類を整理した（表１）。図面、写真、

解説文によって最新の建築作品を発表する〔新作発表記
事〕や、建築界の最新の情報を伝える〔ニュース〕など
の毎号各誌に共通してみられる記事を［定型記事］と定
義し、専門家の持論・自説を発表する〔解説〕、読者か
らの寄稿文を掲載する〔投稿〕、建築作品を特定の地域
や時代、建築家といったテーマに沿って紹介する〔作品
事例紹介〕などの、雑誌ごとに掲載の傾向が異なる記事
を［企画記事］と定義した。さらに［企画記事］につい
ては、複数の記事によって構成される特集形式と、単一
の記事で構成される単独形式に大別した。
３.[ 企画記事 ] の各誌比較
　本章では各誌の特色が表れる［企画記事］に着目し、
その内容と記事の構成を検討したうえで、それぞれ雑誌
ごとに比較を行う。
3-1. ［企画記事］の内容　　［企画記事］の内容は、建築
デザインについての論説である意匠固有分野（以下、「固
有分野」）と建築デザインに関連する幅広い内容を扱う
意匠関連分野（以下、「関連分野」）に大別した（表２）。「固
有分野」に属する内容では、建築や都市のデザイン理論
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特集形式

企画記事の内容

建築家やデザイナーなど、特定の人物に着目。
造形とデザイン、その歴史に関する理論（建築/都市/ｲﾝﾃﾘｱ・ﾌ゚ ﾛﾀ゙ ｸﾄその他）
作品に付随する解説/批評（現在建築作品/古典・近代作品)
建材・素材/構造・施工/設備・環境/設計ツール/建築計画
建設業界の現状と展望/街づくり・再開発/職能・教育/災害と復興/生産
海外建築界の現状、海外新作に関する内容
国内外風土と文化/芸能その他非建築系トピック
建築系（ｺﾝﾍ゚ ﾃｨｼｮﾝ・ｼﾝﾎ゚ ｼ゙ ｳﾑなど）/非建築系（各種展覧会や万博など）
研究室の活動報告や専門家作成資料など

《解説のみ》

【社会背景】
【社会背景】

【論説 A-1】

【イベント】

【論説 A-2】
【文化】

【海外動向】

【論説 A-2】連載

【論説 A-2】連載 

【技術】連載

【社会背景】

【論説 A-2】

【論説 A-2】

『現代建築様式論』( 川添登 )/kc6501
『私の建築印象』（執筆者多数 )/sk8301～8603
『SDｸﾞﾗﾌｨｯｸ とらわれた光・窓』( 奈良原一高 )/sd6601
『地球の細道』( 安西水丸 )/ga9901～1403
『海外ネットワーク』( 田辺員人 )/kk6101～6103
『最近の個展から - 日本の遠近』( 坂崎乙郎 )/sd7001
『月評』（各執筆者が約１年作品評を担当）/sk7101～現在
『メディア・レビュー』（竹山聖）/tj8601～8611
『PLOT』（設計プロセス取材）/ga0501～1409
『新たな地平のかたり '90 年代へ』（座談会）/kb8901
『異形の建築』（編集部による建築紹介）/kc7305～7407
横顔（登壇した建築家をピックアップ）/tj7709～8309

『コミュナルポリス』/tj6907～7307
『アンケート 1970』（前年記事についての批評）/sk7101
建築家や場所といったテーマに基づき建築を紹介。
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〔解説・一般〕
文章を中心とした記事

〔解説・図版中心〕
写真や図、資料を中心とした記事

〔解説・報告〕
ルポルタージュや活動報告

〔解説・レビュー〕
他誌内容を再編又は参照した記事

〔解説・取材 〕
座談会やインタビュー、アンケート

〔報道企画〕
編集部が独自に調査・執筆した記事。

〔投稿〕
読者からの投稿を中心とする記事。

〔作品事例紹介〕

表１ 記事の種類

建築に関する最新の情報や出来事の紹介
設計者紹介や詳細図、年表など
書評および新刊紹介
編集後記 , 編集部からの告知
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図面や写真、解説文による最新の建築作品紹介
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〔新作発表記事〕
〔新作発表記事〕

〔新作発表記事〕×８

〔解説・一般〕 
〔解説・一般〕

〔解説・報告〕

〔解説・レビュー〕

〔解説・図版中心〕

〔解説・一般〕 
〔解説・一般〕
〔解説・一般〕 

〔解説・一般〕 

〔解説・レビュー〕

〔解説・一般〕   

〔ニュース〕

記事の種類 構成の形式

：［定型記事］

〔解説・一般〕

〔解説・図版中心〕

〔解説・一般〕
〔解説・一般〕
〔解説・一般〕

単独形式

単独形式

単独形式

単独形式
単独形式
単独形式

単独形式
単独形式
単独形式

単独形式

単独形式

単独形式

〔解説・一般〕       



傾向がみられ、これら２誌は建築に関連する幅広い内容
の何を重点的に扱うかにより他誌との差異化を図ってい
る考えられる。また、『GA JAPAN』と『新建築』にお
いては、特集形式、単独形式ともに「固有分野」におけ
る内訳の割合に関して類似性がみられた。
　また、［企画記事］が複数号にわたって連載されるか
否かに着目し、内容を比較したところ（図３）、連載さ
れている［企画記事］は「関連分野」の割合が比較的大
きい傾向がみられた。さらにその内訳に着目すると【技
術】や【海外動向】の占める割合が大きかった。
3-2. 特集形式における記事の構成　　特集における記事
の構成には各誌の編集の特色が強く表れるといえる。そ
こで特集形式を、それらを構成する主要な記事である〔解
説〕および〔作品事例紹介〕に着目し、分類した（図４）。

〔解説〕あるいは〔作品事例紹介〕の一方のみで構成さ
れるものを《解説のみ》《作品事例のみ》に、双方を含
むものを《解説＋作品事例》に大別した。さらに《解説
＋作品事例》において〔解説〕と〔作品事例紹介〕の数
の比から〈解説優位〉〈均衡〉〈作品事例優位〉に分類し
た。雑誌間で特集形式をもつ記事の構成を比較したとこ
ろ、《解説のみ》と〈作品事例優位〉を合わせた〔作品

に関する【論説 A-1】、特定の建築家に着目した内容の【論
説 A-2】、建築作品について論評する内容を扱う【論説 B】
がみられ、「関連分野」に属する内容では、構造や材料
といった建築の技術的側面を扱う【技術】、建築業界の
動向を社会との関連性に纏わる【社会背景】、芸術や思
想とそれらの基盤となる気候や風土などを紹介する【文
化】、展覧会や設計競技といった催事に関する【イベン
ト】などがみられた。つぎに［企画記事］の内容を雑誌
ごとに比較した（図２）。各雑誌ごとに単独形式と特集
形式の割合を整理したところ、『国際建築』と『都市住
宅』を除く５誌において、特集形式における「固有分野」
への偏りがみられた。これらの雑誌のなかで、「固有分
野」への偏りが特に大きかった『SD』および『建築文化』
において、特集形式を構成する記事の内容の内訳に着目
すると、【論説 A-1】【論説 A-2】【論説 B】の割合がほぼ
同程度であった。このことは、これら２誌が特集形式を
とることによって建築のデザインに対する多角的な視点
を与える共通の編集方針を示しているといえる。一方、
単独形式の内容に着目すると、「関連分野」の割合が大
きい『建築文化』と『都市住宅』において、前者では【技術】
が、後者では【社会背景】および【文化】が多いという
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図４ 雑誌毎にみた特集形式をもつ記事の比較

図３ 企画記事における連載の有無と内容の関係
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2000 年以降、《解説のみ》または《作品事例のみ》の
いずれかへ偏りがみられ、特集形式をもつ記事が単調化
しているといえる。
4-5. 戦後日本の建築ジャーナリズムの変遷　　以上の分
析を横断的に考察することで、戦後日本の建築ジャーナ
リズムの通時的変遷を考察する。まず、高度経済成長期
を背景に多くの建築専門誌が創刊した 1960 年代におい
て、各誌が建築家の論説を中心とした特集を掲載する傾
向にあり、建築専門誌が論壇としての役割を強めたとい
える。1970 年代に入ると、雑誌ごとの［定型記事］や

［企画記事］の数の推移に特徴がみられるようになると
ともに、特集形式の記事の構成の仕方などに表れている
ように、建築ジャーナリズム全体で記事の在り方が多様
化したといえる。こうした状況が継続する中で、1980
年代後半から 2000 年頃にかけて、建築専門誌の数の安
定やポストモダニズムといった思潮運動を背景に、作品
を中心とする特集の増加や、建築を含む美術系展覧会レ
ポートなどの時代性を反映した記事が増加した。2000
年代以降は、競合する建築専門誌の数が減ったことやイ
ンターネットの普及による情報入手・発信の容易化を背
景に、記事数の減少や記事内容の作品論への偏りがみら
れるようになった 。
５. 結　　以上、本研究では、建築専門誌における記事
の内容及び構成を整理し、それらを雑誌ごとに通時的に
比較することで、戦後日本の建築ジャーナリズムの変遷
について検討した。その結果、論説が専門誌の重要な記
事となった 1960 年代、各誌が特色ある記事の内容や構
成を模索した 1970 年代、建築専門誌における報道的な
役割が強まった 1980 〜 90 年代を経て、記事の内容や
構成が定型化した 2000 年以降から現在に至るジャーナ
リズムの変遷を、時代背景および建築専門誌の創廃刊に
伴う各誌の変化の総体として明らかにするとともに、専
門誌の数が減ったいま、メディアのジャンルを越えて雑
誌の特徴を相対的に位置づける視点が建築ジャーナリズ
ムの活性化に必要だという展望を得た。

事例紹介〕を中心とした構成の特集形式は各誌で同程度
の割合でみられたが、『国際建築』では《解説のみ》の
割合が割合が高くみられるなど、《解説のみ》と〈均衡〉
の割合が各誌の特色として表れているといえる。
４. 戦後日本の建築ジャーナリズムの変遷
4-1. 記事数の推移　　まず［定型記事］を代表する記事
として〔新作発表記事〕に着目し、［定型記事］と［企
画記事］の数の変遷を図 5-a に示した。1960 年代初頭
から 1970 年代初頭、および 1990 年代初頭から 1990
年代半ばにかけて、［企画記事］が〔新作発表記事〕に
比べ大きく増加しており、これらの時期に数誌の建築専
門誌が創刊されていることから、競合する建築専門誌が
多いほど、定型的な記事よりも、各誌の特徴となる［企
画記事］が増加する傾向があるといえる。
4-2. 〔新作発表記事〕と［企画記事］の数の推移　　つ
ぎに〔新作発表記事〕と［企画記事］の数の変遷を図
5-b, 図 5-c に示し、雑誌ごとに比較した。1970 年初頭
までは各誌の記事数およびその推移に大きな変化はみら
れなかったが、その後各誌で異なる推移がみられた。特
に今日まで長く継続して刊行されてきた『新建築』に着
目すると、この頃から〔新作発表記事〕の数が増加し、
他誌に比べ多くの作品を掲載する特徴をもつようになっ
たといえる。また各誌において、廃刊前に〔新作発表記
事〕の数が極端に少なくなる特徴的な傾向がみられた。
4-3. ［企画記事］の内容の変遷　　ここで［企画記事］
の内容に着目し、その変遷を図 5-c に示した。まず、
1980 年代半ばおよび 2000 年代半ばから、徐々に「固
有分野」への内容の偏りがみられた。また、「固有分野」
に着目すると、1970 年代初頭に、作品批評・解説であ
る【論説 B】の割合が増加し、「固有分野」の半数程度
を占めるようになり、2000 年代中頃からは大多数を占
める傾向がみられる。一方で、「関連分野」における内
容の内訳に着目すると、1980 年代以降【技術】が減少
傾向にある一方で、【イベント】の割合が増加傾向にある。
また、2000 年代以降【海外動向】に関する記事がほぼ
みられなくなる傾向がみられた。
4-4. 特集形式をもつ記事の構成の変遷　　さらに特集形
式をもつ記事の構成の変遷を図 5-d に示した。 1960 年
代半ばから 1970 年代半ばまで《解説のみ》の割合が大
きかったが、その後《解説＋作品事例》の割合が増加す
る傾向がみられ、各誌がテキストと作品と織り交ぜた特
集によって特色を出すようになったといえる。しかし

本研究における建築ジャーナリズムとは、専門誌・新聞・インターネットなど
のメディアを介した建築に関する情報を伝達する活動を指す。

１）

専門誌名
新建築
建築文化
国際建築
建築
SD
都市住宅
GA JAPAN

発行期間
1925.05～
1946.04～2004.12
1950.07～1967.06
1960.01～1975.06
1965.01～2000.12
1968.04～1986.12
1992.10～

出版社
新建築社
彰国社
国際建築協会
中外出版
鹿島出版会
鹿島出版会
A.D.A.EDITA Tokyo

付表： 資料とした建築専門誌のリスト
記号
sk
kb
kk
kc
sd
tj

ga

分析対象（原則奇数月）
1950.01～2014.11
1950.01～2004.11
1951.01～1966.11
1960.01～1974.11
1965.01～2000.11
1969.01～1986.11
1993.01～2014.11

冊数
390
330
96
90

216
108
132

建築作品の発表を前提とした７誌を資料とした（付表）。２）

註）

参考文献
１）宮内寡久；建築ジャーナリズム無頼、中央公論新社、2007 年

近藤正一ほか；戦前から戦後の建築雑誌に現れた建築思潮、日本建築学会学術講
演梗概集 . F-2,1997 年

２）
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新建築
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新建築

建築文化
国際建築

建築
SD

都市住宅

GA JAPAN

〔新作発表記事〕
単独記事
特集記事

●大阪万博（1970)

●東京オリンピック（1964)

バブル景気

●阪神淡路大震災（1995)

高度経済成長期

●インターネット元年（1995)
● ●オイルショック（1973,79)●大阪万博（1970)

●建築基準法の施行令改正 (1981) ●東日本大震災
   （2011)

●ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ普及（2010)
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不定 《解説のみ》の割合高い 《解説のみ》減少 《解説＋作品事例》の割合高い 《解説のみ》と《作品事例のみ》への偏り

「
固
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分
野
」

「
関
連
分
野
」

●『日経ｱｰｷﾃｸﾁｭｱ』創刊 (1976)

[論説B]増加

[イベント]増加 [ 海外動向 ] 減少

[論説B]》[論説A-2]

[ 技術 ] 減少 

[論説A-2]の割合大

最小限住宅

◇『健康な建築をめざして』内井昭蔵 :【論説 B】(sk8009）

メタボリズム
◇『東京計画 1960 ーその構造改革の提案』丹下研究室：【論説 A-2】（sk6103）

◇『メタボリズムの新たなる展開』菊竹請訓：【論説 A-2】（sd6901）

ポストモダニズム
◇『対談　ポストモダニズムに出口はあるか』丹下 × 篠原：【論説 A-2】（sk8309）

『異形の建築』：【論説 B】（kc1973～1974）

◆『特集　低層集合住宅を考える』:【論説 A-2】(tj1977～1983）

『日本建築の○と × 現代建築を考える』:【論説 B】(ga1995～2007）

『写真時評』伊藤ていじ :【文化】（kk5501～6303）

『海外建築情報』岡田新一：【海外動向】（sd1966～1983）

『QQQ』：【その他】（sk1953～6305）

『PRODUCTS FOR ENVIRONMENT』:【技術】(tj1969～1970）

『私の建築印象』：【論説 A-1】（sk1983～1986）

伝統論争
◇『近代建築をいかに理解するか』丹下健三：【論説 A-2】（sk5501）

◇『縄文的なるもの』白井晟一：【論説 A-2】（sk5604）

巨大建築論争
◇『巨大建築に抗議する』神代雄一郎：【社会経済】（sk7409)
◇『「巨大建築」論争の我流総括』宮内嘉久：【論説 A-2】（sk7610)

◇『丸の内美観問題』：【論説 A-2】（kc6701）
美観論争

デコンストラクション
◇『近代建築の光と影』槇文彦：【論説 A-2】（sk8601）

◆『モダニズム イン ジャパン 1950 年代建築の検証』:
【論説 A-2】(ga9501）

『月評』（1971.01～）：【論説 B】（sk7101～現在）

『海外雑誌抄』：【海外動向】（kk5101～6616）

『カルチャーカフェ』：【文化】（sd9905～003）

『NICE SPACE』岡田新一：【海外動向】(sd1966～1983)

◇『都市破壊業 K.K.』磯崎新：【論説 A-2】（sk6209）

『空間的想像力の境界』原広司：【論説 A-2】（kb7802～7904）
◆『「そごう」特集』:【論説 A-2】(sk5708）

『セルフエイド・ジャーナル』：
【社会経済】（sd7105～7211）

『CRITICAL JUNCTION』：【その他】（kb8401～kb8611）

『特別寄稿　東日本大震災について』◆
【社会背景】(ga1105)　

『PLOT 設計のプロセス』：【論説 B】（ga0506～1411）

『像』：【論説 A-1】（kk6407～kk6503）

『近代の呪縛に放て』：【論説 A-2】（kb7501～7710）

『共同研究：まちや』：【論説 A-2】(tj7105～7305)

『特集 ソヴェトの大自然改造計画』：【海外動向】（kk5701～6103）

図５-a

図５ 戦後日本の建築ジャーナリズムの変遷
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